
ジャーナリスト安田純平さんの拘束から解放を考察する 

 

鑑定日：平成３０（２０１８）年１０月２４日 

 

 内戦中のシリアで拘束されておられた、ジャーナリストの安田純平さんが、10 月 23 日

（日本時間 19：40）、カタール政府より解放される見通しがある旨を伝える第一報が、日

本政府にありました。 

まず干支九星により考察してみます。 

 安田さんの流年盤を起こし失踪当時がどのような状態であったのか、当時の流年月と照

合してみます。 

 
 

安田純平さん 昭和 49 年３月 16 日生（失踪時 平成 27 年６月） 

    昭和 49               3 月                16 日 
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       年月対冲星…九紫・未      月日対冲星…三碧・申 

 

 この時の安田さんは 41 歳と 3 ヶ月でした。流年盤 40～50 歳は乾宮で年月対冲星の九紫

を持ち、流月盤は巽宮で九紫を持ちます。安田さんの年月対冲星は九紫ですので、年月対

冲星宮となり将来に何らかの影響を与えるような事を自ら起こすか、周囲から起こされる

かという時期になっています。又、流年盤乾宮・流月盤巽宮で年月対流で、これは一身上

の変化と看ますので吉凶関わらず生涯の中で大事が起きないはずはありません。 

 もう少し付け加えますと、生まれ日の盤をご覧になって下さい。安田さんにとって未歳

は艮宮で八白同宮で変化の年です。日盤から月・年へと同会しますと十二支は巳午未の局 

で、離れるという事象が考えられます。ちなみに平成 27 年の失踪時の年月盤を見ます。 

 

 

 



           平成 27 年           6 月        

 

  

 

 

 

 

 日本から見てシリアは北西になり、この年の北西には申が廻座しています。申は安田さ

んの本命寅と冲の関係なので凶方位でした。又、月盤で寅は巽宮に廻座するので北西は本

命的殺です。これは年月ともに凶方位です。月盤の本命八白は震宮に廻座し、それを年盤

に同会しますと一白暗剣殺で突如何者かによって隠されてしまう。又、八白を年盤より月

盤に被同会しますと、坎宮で六白と亥が廻座し破れと暗剣殺が付きます。六白事象の戦い・

命、亥の急所で命の危険に晒される状態でした。次に解放されたのが平成 30 年 10 月 23

日（日本時間 21 時）で、これを盤に起こします。公事とみて主に年盤と月盤で看ます。 

          平成 30 年              10 月 
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               年月対冲星…三碧 

 干支九星では吉凶は十二支が出しますので、安田さんの本命寅に注目します。年盤で寅

は離宮で四緑と同宮していますが暗剣殺がついています。離宮で明らかになる、四緑事象

で整う…が、これだけを見ると暗剣殺で傷がついていますのでスムーズにいかない。しか

し三合の宮で救いはあるとみられます。月盤を見ます。月盤でも寅は離宮で一白と同宮で

廻座しています。ここは傷が付いていませんし年盤同様、三合の宮なので吉です。一白事

象の苦しみが離宮で離れる、つまり解放されると看られます。又、年月十二支同盤なので

年月共に寅が廻座して寅寅で同じ十二支は裏が出るとみて、その場合は対冲をとるので申

が出て、申の事象は進むととります。そして年月対冲星は三碧の事象、進展となり急展開

となったのではないでしょうか。 
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 では生まれ時が不明ですが、四柱推命で考察してみます。                      

 

 

 

                      

 春（卯）月の丙火で、年支・月支ともに木（寅・卯）で年干甲木は根を持ち、とても強

く、日干の丙火はとても強いエネルギーを得ています。それゆえにこの方は大変頭脳明晰

です。そして甲は通変で偏印となり、自由を好み探求心旺盛でフリージャーナリストとい

う職業を選ばれるのも肯けます。強い丙火を剋する壬水はこの方にとっては吉ですが少々

の水では効きません。そして木は大過しています。甲木は庚金の剋が必要です。甲木を庚

金の斧で切ることにより用材となり役に立ちます。安田さんの考えが活かされてくるわけ

です。 

 又、日支の辰も湿土ですので強い火をもらす役目をして吉です。ゆえに配偶者はこの方

にとって良い存在となります。まとめますと、この方は壬・庚・土が用神・喜神となりま 

す。 

 36 歳 8 か月～46 歳 8 か月までの大運辛未は火の運、未は土ですが燥土で火は弱まらず、

辛は丙と干合しますので二方ぼやけた状態で日干丙は本来の力を発揮しません。拘束され

た平成 27 年の干支も乙未で、乙は木生火、未は燥土で火は弱まらずなお、やや強さを増し

ます。 

 拘束中の平成 28 年・29 年は丙申歳・丁酉歳で支は金で吉もあり、殺害される可能性を

免れたととれます。一説に今年 8 月（庚申）あたりより、水面下で動きがあったようです。 

4６歳 8 か月以降より、大運は金の運・水の運と巡りますので、ご活躍が期待されます。 

 そして母方のご先祖に守られておられます。 

 

 

 

 

引用・転載を禁ず（新宮有貴） 
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